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空
き
家
の
増
加
は
袋
井
市
で
も

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
全
国
的
に
進
む

中
、
適
切
に
管
理
さ
れ
ず
老
朽
化
し
た
空
き

家
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
る
良
質
な
住
環
境
の
整
備
や
企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
な
ど
に
よ
り
、
人

口
が
増
加
す
る
若
い
ま
ち
と
し
て
成
長
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
人
口
減
少
へ
の
転
換
に
よ
り
、
現
在
発
生

し
て
い
る
空
き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

空
き
家
の
適
切
な
管
理
は

所
有
者
・
管
理
者
の
責
務
で
す

　

空
き
家
の
適
切
な
管
理
は
、「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
以

下
、
特
措
法
）に
よ
り
、
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
の
責
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
状
で
は
、
所
有
者
の
高
齢
化

や
遠
方
居
住
、
さ
ら
に
は
所
有
者
・
管
理

人
不
明
や
相
続
人
不
在
な
ど
、
様
々
な
理

由
で
建
物
が
放
置
さ
れ
、
防
災
や
防
犯
、

衛
生
、
景
観
な
ど
の
面
で
、
周
囲
に
悪
影

響
を
与
え
る「
管
理
の
行
き
届
い
て
い
な
い

空
き
家
」が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

袋
井
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、
特
措
法
に
基
づ
き
、
空
き
家
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
、
平
成
31
年
3
月
に
市
空
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
発
生
予
防
や
適
切
な
管
理
、
利

活
用
の
促
進
、
管
理
不
全
の
解
消
な
ど
に
つ

い
て
の
取
組
や
目
標
な
ど
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
こ
ち

ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふくろいすまいの相談センター
オープン！

～空き家のこと、まずはご相談ください～

空
き
家
や
住
ま
い
の
悩
み
・
心
配
事
に
つ
い
て
相
談
で
き
る「
ふ
く
ろ
い
す
ま
い
の
相
談
セ
ン

タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。
空
き
家
の
利
活
用
や
適
正
管
理
、
相
続
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
は

じ
め
、
住
宅
の
耐
震
補
強
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
な
ど
、
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
に
幅
広
く
対

応
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
ふ
く
ろ
い
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー　
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センターの所在地である旧中村洋裁学院（原野谷川堤防側から撮影）

ふくろいすまいの相談センター
時  火・木・土・日曜日　午前8時30分～午後5時15分
所  袋井260-1（旧中村洋裁学院1階・袋井宿場公園南側）
問  TEL44-3321　　
※駐車場は宿場公園北側広場をご利用ください

袋井市の総住宅数、空き家数および空き家率の推移
（総務省 住宅・土地統計調査）

※空き家の数には賃貸用アパートの空き室や売却用の住宅なども含む
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ふ
く
ろ
い
す
ま
い
の
相
談
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
人
な
ど
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
気
軽
に
相

談
で
き
る「
ふ
く
ろ
い
す
ま
い
の
相
談
セ

ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
旧
中
村
洋
裁
学
院
の
１
階

で
、
同
建
物
は
洋
裁
学
校
と
し
て
の
役
目

を
終
え
た
後
も
、
そ
の
歴
史
的
な
趣
を
残

し
た
ま
ま
保
存
さ
れ
、
市
の
景
観
重
要
建

造
物
第
１
号
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

常
駐
の
相
談
員
の
ほ
か
、
不
動
産
や
建

築
、
法
律
の
専
門
家
等
で
構
成
す
る
市
空

家
等
対
策
協
議
会
と
も
連
携
し
て
、
住
ま

い
に
関
す
る
幅
広
い
相
談
に
応
じ
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
良
好
な
景
観
形
成
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
対
応
内
容
】

◉
空
き
家
に
関
す
る
こ
と

・
空
き
家
に
関
す
る
相
談

・
空
家
分
布
調
査
の
実
施
・
空
き
家
台
帳

等
の
整
備

・
空
き
家
個
別
相
談
会
の
実
施

・
空
家
等
対
策
協
議
会
の
運
営

◉
住
宅
に
関
す
る
相
談

・
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
制
度
や
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
撤
去
な
ど
、
住
宅
に
関
す
る
補

助
制
度
等
の
紹
介
・
相
談

空
き
家
に
関
す
る
３
つ
の
支
援
事
業

　

市
で
は
、
空
き
家
の
利
活
用
・
除
却
等

の
推
進
を
図
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
支
援

事
業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

1
空
き
家
を
地
域
活
性
化
に
役
立
つ
交
流

施
設
や
拠
点
施
設
等
に
活
用
す
る
た
め

に
改
修
す
る
場
合

2
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
で
、
空
き
家

の
除
却
後
の
跡
地
を
、
居
住
環
境
の
改

善
及
び
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
防
災

空
地
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な
ど
に
活
用

す
る
場
合

3
三
世
代
同
居
・
近
居
の
た
め
に
空
き
家

を
改
修
す
る
場
合

　

い
ず
れ
の
支
援
事
業
も
、
採
択
要
件
や

対
象
地
域
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

解決の一歩は相談から。まずは気軽にお声掛けください。
空き家対策といっても、まずは何をすればいいのか、誰に相談すればよい

のかなど、分からないことが多いと思います。それは、家が一軒一軒違うよう
に、空き家の原因や解決方法も、また1つ1つ異なってくるからです。一度の相
談で最適な答えが出るものばかりではありませんが、不動産や建築、法律の専
門家などで構成する市の空家等対策協議会とも連携して、所有者の思いや地域
環境等の実情を踏まえた解決案を一緒に考えていきます。
このほか、耐震補強や耐震改修、住宅に関する補助制度など、住まいについ

て幅広く、無料で相談できますので、まずは声をお掛けください。

ふくろいすまいの相談センター

山田儀一郎　相談員

原田市長から国登録有形文化財の登録証とプレー
トを手渡される旧中村洋裁学院の所有者の中村眞
さんと妻の洋子さん（平成29年撮影）

旧中村洋裁学院
　洋裁の教師をしていた中村ゆき氏(明
治42年～平成22年)が、昭和25年に自宅
の敷地内へ校舎を建設し、開校したのが
始まり。女学生がミシンを並べ技術を磨
き、ピーク時には150人が学び、女性の
社会参加に貢献した。平成5年閉校。
　その後、隣接する宿場公園や原野谷川
と一体となって、市民団体の活動や琴の
教室に使われるなど、多くの市民に利用
されてきた。

　独自の視点での建造物の保存活動が評
価され、平成29年3月には「国際なかなか
遺産委員会」から「なかなか遺産第4号」に
承認され、平成29年5月には、国土の歴
史的景観に寄与するものとして、国登録有
形文化財登録台帳に登録された。同年12
月には、市景観重要建築物第1号に指定。

　原野谷川沿いに建つ、木造2階、切
きりづまづくり

妻造

桟
さんがわらぶき

瓦葺、下見板張の建物で、軒端のフィ
ニアルに校章を表すなど、戦後復興期の
各種学校校舎の特徴を残している。


